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定
例
会
最
終
日
の
９
月
17
日
に
、
平
野
議
長
並

び
に
南
雲
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
新
議
長
に
南
雲
ま
さ
子
議
員
、
新
副
議
長
に
古

谷
星
工
人
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
正
・
副
議
長
選
挙
も
、
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
、
議
会
全
員
協
議
会
を
公
開
し
、
立
候

補
制
と
所
信
表
明
や
質
疑
を
行
い
、
本
議
会
で
議

員
の
投
票
に
よ
る
選
挙
を
実
施
し
ま
し
た
。

正
・
副
議
長
選
挙
の
結
果

議
長
選
挙
の
結
果

�

当
　
選　
　
南
雲　
ま
さ
子　
８
票

�

寺
嶋　
　
　
正　
３
票

�

無
効
投
票　
　
　
１
票

副
議
長
選
挙
の
結
果

�

当
　
選　
　
古
谷　
星
工
人　
11
票

�

無
効
投
票　
　
　
１
票

令和７年
第３回定例会

会期　９月９日（火）〜17日（水）

９/９ 一般質問
　寺嶋議員� （Ｐ７）
議案審議
　議案９件（条例改正・補正予算）
委員会審査　産業厚生常任委
員会（請願・条例）

９/10 議案審議等
　認定９件（決算）
現地視察
委員会審査
　産業厚生常任委員会（条例）

９/11 特別委員会
　一般会計決算審査特別委員会

９/12 委員会審査
　産業厚生常任委員会（請願）

９/16 特別委員会
　企業会計決算審査特別委員会
委員会審査
　産業厚生常任委員会（条例）

９/17 議案審議等
　�委員会報告５件（決算・請願）、
認定５件（決算）、報告３件、発
議１件（条例）、選挙２件（正副
議長）、同意１件（監査委員）、
そのほか各種委員会委員選出
などが行われ、閉会しました。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
町
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
９
月
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
松
田
町
議
会
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
責
務
の
重
さ
に

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
松
田
駅
北
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
と
い
う
大
型
事
業
、
ま
た
物
価
高
騰
や

少
子
高
齢
化
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
議
会
と
し
て
二

元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
決
機
関
と
し
て
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
町
当
局
と
の
真
摯
な
議
論
に
よ
り
、
円
滑
な
議
会
運
営
に
全
身
全
霊
で
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
、
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

副
議
長
　
古
谷
　
星
工
人

議
　
長
　
南
雲
　
ま
さ
子
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議会の新しい役職表  （令和７年９月 １７ 日選出）

総務文教常任委員会

そ の 他 の 役 職

産業厚生常任委員会

◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員
長

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

◎  

武
尾　
哲
治

〇  

寺
嶋　
　
正

　

  

飯
田　
　
一

　

  

南
雲　
ま
さ
子

　

  

秋
田
谷　
光
彦

　

  

吉
田　
　
功

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎  

平
野　
由
里
子

〇  

井
上　
栄
一

　

  

田
代　
　
実

　

  

古
谷　
星
工
人

　

  

中
津
川　
定
雄

　

  

北
村　
和
士

【
足
柄
上
衛
生
組
合
議
員
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

　

  

田
代　
　
実

【
足
柄
東
部
清
掃
組
合
議
員
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

　

  

武
尾　
哲
治

　

  

北
村　
和
士

【
表
彰
審
査
会
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

【
都
市
計
画
審
議
会
】

　

  
南
雲　
ま
さ
子

　

  
平
野　
由
里
子

【
民
生
委
員
推
薦
会
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

【
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

　

  

中
津
川　
定
雄

【
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
】 

　

  

吉
田　
　
功

【
足
柄
上
地
区
広
域
行
政
協
議
会
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

　

  

寺
嶋　
　
正

【
神
奈
川
県
西
部
広
域
消
防
運
営
協
議
会
】

　

  

南
雲　
ま
さ
子

　

  

井
上　
栄
一

【
議
会
選
出
の
監
査
委
員
】

　

  

飯
田　
　
一

【
新
東
名
高
速
道
路
事
業
対
策
委
員
会
委
員
】

　

  

古
谷　
星
工
人

　

  

中
津
川　
定
雄

【
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
委
員
】

　

  

秋
田
谷　
光
彦

【
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
委
員
】

　

  

平
野　
由
里
子

委　員
古谷  星工人

委　員
秋田谷  光彦

委員長
中津川  定雄

副委員長
吉田　功

委　員
武尾　哲治

委員長
北村　和士

委　員
寺嶋　正

委　員
飯田　一

委　員
南雲  まさ子

副委員長
井上　栄一

委　員
田代　実

委　員
平野  由里子
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令和６年度決算
９会計を認定

歳　　入　94億3189万円
歳　　出　88億1983万円
差引残額　 6億1206万円

　
本
会
議
２
日
目
の
９
月
10
日
、
町
長
よ
り
令
和
６
年
度
の
一
般
会

計
及
び
８
特
別
会
計
等
の
歳
入
歳
出
決
算
が
一
括
上
程
さ
れ
、
代
表

監
査
委
員
の
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
60
億
５
５
６
０
万
円
に
対
し
、
歳

出
55
億
５
１
８
０
万
円
で
、
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
８
特
別
会
計
等
の
決
算
総
額
は
、
歳
入
33
億
７
６
２
９
万

円
に
対
し
、
歳
出
32
億
６
８
０
３
万
円
で
し
た
。

　
９
月
11
日
に
は
、
議
員
６
名
と
議
長
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
に
よ
る

一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
、
９
月
16
日
に
は
、
議
員
11
名

と
議
長
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
に
よ
る
企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
開
催
し
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
以
下
参
事
・
課
長
職
か
ら

係
長
職
ま
で
の
職
員
が
出
席
し
て
、
詳
細
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
等
の
主
な
審
査
概

要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
使

用
料
未
収
の
経
緯
と
回
収
見

込
み
は
。

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

　
共
催
事
業
の
集
客
不
振
に

よ
る
も
の
で
、
町
は
回
収
に

向
け
請
求
や
訪
問
、
訴
訟
検

討
も
含
め
対
応
を
続
け
て
い

る
。

旧
寄
中
学
校
貸
付
料
未

収
の
経
緯
と
回
収
見
込
み
は
。

歳
　
入

（
総
務
課
）

　
施
設
改
修
工
事
が
物
価
高

騰
で
遅
れ
た
た
め
事
業
開
始

が
滞
り
、
残
額
の
入
金
が
未

了
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

年
度
内
完
成
と
回
収
を
目
指

す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

の
状
況
は
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　
過
去
最
多
の
約
９
０
０
０

件
、
総
額
１
億
７
７
０
０
万

円
余
を
集
め
、
人
気
は
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
に

開
発
し
た
ビ
ー
ル
の
他
、
ゴ

ル
フ
場
利
用
券
、
み
か
ん
や

足
柄
茶
な
ど
の
地
場
産
品
で
、

新
た
に
ジ
ビ
エ
商
品
も
追
加

さ
れ
た
。

町
営
住
宅
は
入
居
募
集

し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
）

　
籠
場
住
宅
及
び
町
屋
住
宅

は
、
管
理
会
社
と
協
力
し
な

が
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
等
を
通
じ
て
募
集
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
古
い
住
宅

に
つ
い
て
も
、
空
き
が
出
た

ら
そ
の
都
度
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
募
集
を
し
て
い
る
。

戸
建
て
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
退

去
者
が
出
て
も
新
規
の
入
居

は
募
集
し
て
い
な
い
。

政
　
策

足
柄
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
に
つ
い
て
、
現
在
の
収
支

状
況
等
と
利
用
人
数
や
今
後

の
見
通
し
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
令
和
６
年
度
の
収
支
は
３

５
０
０
万
円
ほ
ど
支
出
超
過

に
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
数

は
令
和
７
年
７
月
の
月
間
の

利
用
者
数
で
１
７
８
３
人
。

令
和
７
年
度
ま
で
の
３
年
間

を
実
証
実
験
の
期
間
と
し
て

位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
、

本
町
と
足
柄
オ
ン
デ
マ
ン
ド
、

地
域
交
通
会
議
及
び
新
モ
ビ

リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
等
で
検

討
し
て
い
く
。

住
　
宅

空
き
家
改
修
・
解
体
補

助
金
は
、
当
初
予
算
額
１
５

０
万
円
に
対
し
、
決
算
額
４

５
９
万
円
で
あ
る
。
大
幅
に

増
え
た
要
因
及
び
実
績
は
何

か
。

（
定
住
少
子
化
担
当
室
）

　
当
初
予
算
で
１
５
０
万
円

ほ
ど
だ
っ
た
が
、
申
請
件
数

等
が
伸
び
約
４
６
０
万
円
ほ

ど
に
膨
ら
ん
だ
。
実
績
は
解

体
が
６
件
、
改
修
が
９
件
ほ

ど
あ
っ
た
。
寄
地
域
で
空
き

家
の
改
修
４
件
の
内
、
３
件

分
が
空
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
て
い
た
。

窓
　
口

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
率
、
サ
ー
ビ
ス
の
メ

リ
ッ
ト
、
更
新
の
方
法
等
は

ど
う
な
る
の
か
。

（
町
民
課
）

　
令
和
６
年
度
末
の
交
付
率

は
88
％
。
メ
リ
ッ
ト
は
保
険

証
や
免
許
証
の
ひ
も
づ
け
が

行
わ
れ
て
お
り
、
一
体
化
さ

れ
１
枚
で
利
用
で
き
る
。
住

民
登
録
の
異
動
が
転
出
の
み

窓
口
に
行
か
な
く
て
も
手
続

き
が
で
き
る
。
コ
ン
ビ
ニ
等

で
諸
証
明
を
取
る
こ
と
も

可
能
。
更
新
に
つ
い
て
は
、

カ
ー
ド
が
10
年
（
18
歳
未
満

は
５
年
）、
電
子
証
明
は
５

年
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
決
算
の
主
な
質
疑

のるーと足柄

返礼品
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福
　
祉

高
齢
者
移
動
手
段
確
保

助
成
金
と
し
て
４
万
３
６
０

０
円
支
出
さ
れ
て
い
る
が
具

体
的
な
使
わ
れ
方
は
。

（
福
祉
課
）

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び

妊
産
婦
が
利
用
す
る
タ
ク

シ
ー
運
賃
の
助
成
事
業
で
あ

る
。
１
枚
２
０
０
円
の
補
助

で
２
１
８
枚
の
利
用
実
績
が

あ
っ
た
。
今
後
と
も
広
報
等

で
、
普
及
活
動
に
つ
い
て
利

用
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

環
　
境

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
係
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の

整
備
促
進
事
業
補
助
金
が
当

初
予
算
３
４
５
万
の
計
上
に

対
し
て
約
半
分
し
か
使
わ
れ

て
い
な
い
理
由
は
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
補
助

金
に
つ
い
て
の
執
行
状
況
は

令
和
６
年
度
は
申
請
件
数
22

件
、
推
移
と
し
て
は
令
和
５

年
度
12
件
、
令
和
４
年
度
３

件
、
令
和
３
年
度
４
件
と

な
っ
て
お
り
、
近
年
、
国
内

で
の
省
エ
ネ
だ
と
か
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
い

う
周
知
も
あ
っ
て
、
こ
こ
数

年
で
急
激
に
増
え
て
い
る
。

電
気
自
動
車
の
購
入
補

助
金
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る

の
か
。（

環
境
上
下
水
道
課
）

　
電
気
自
動
車
の
購
入
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と

避
難
所
の
数
に
応
じ
て
20
件

程
度
配
置
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
た
の
で
、
26
件
と

い
う
当
初
の
目
的
を
達
成
し
、

補
助
金
の
め
ど
も
立
っ
た
の

で
終
了
し
た
。

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

（
都
市
型
ス
ポ
ー
ツ
）
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

（
環
境
上
下
水
道
課
）

　
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
ス

タ
ー
ト
台
を
購
入
し
、
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
。

観
光
・
経
済

鳥
獣
防
除
対
策
事
業
の

中
で
、
報
償
費
と
し
て
78
万

５
０
０
０
円
支
出
さ
れ
て
い

る
が
、
鳥
獣
ご
と
の
内
訳
は
。

ま
た
、
報
奨
金
に
つ
い
て
他

町
は
当
町
よ
り
高
い
と
い
う

話
を
聞
く
が
い
か
が
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　
タ
ヌ
キ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
等

の
小
動
物
は
１
頭
３
０
０
０

円
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
の
幼

獣
は
６
０
０
０
円
、
成
獣
に

つ
い
て
は
７
０
０
０
円
と

な
っ
て
お
り
、
報
奨
金
に
つ

い
て
は
国
の
交
付
金
を
用
い

て
他
町
と
単
価
を
合
わ
せ
て

い
る
。ク

マ
ス
プ
レ
ー
購
入
補

助
金
と
し
て
２
万
８
１
０
０

円
執
行
さ
れ
て
い
る
が
内
訳

は
。
ま
た
、
ク
マ
は
神
奈
川

県
の
保
護
獣
に
な
っ
て
い
て

対
応
が
難
し
い
と
思
う
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
が
考

え
ら
れ
る
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　
ク
マ
ス
プ
レ
ー
購
入
補
助

な
っ
た
内
容
と
、
農
業
支
援

隊
活
動
補
助
金
が
予
算
額
20

万
円
で
あ
っ
た
が
支
出
が
な

か
っ
た
理
由
は
。

（
観
光
経
済
課
）

　
新
規
就
農
者
等
担
い
手
支

援
事
業
補
助
金
は
、
昨
年
度

６
名
の
申
請
が
あ
り
、
当
初

の
見
込
み
よ
り
少
な
い
申
請

で
あ
っ
た
。
農
業
支
援
隊
活

動
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
制

度
設
計
の
精
査
を
し
て
か
ら

今
年
度
補
助
金
申
請
の
対
応

を
し
て
い
く
。

み
や
ま
運
動
広
場
人
工

芝
化
１
億
４
０
０
０
万
円
の

支
出
の
工
事
で
、
工
事
実
施

の
際
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
流

出
懸
念
の
声
が
多
く
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
、

エ
ア
ブ
ラ
シ
の
活
用
状
況
は
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
）
の
関
係
で

水
質
汚
濁
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

（
観
光
経
済
課
）

　
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
流
出
を

防
ぐ
対
応
は
、
指
定
管
理
者

の
職
員
が
２
週
間
に
１
回
程

金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
７

名
の
補
助
を
し
て
い
る
。
今

年
度
は
、
昨
年
度
に
比
べ
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
の
発
見
情
報
が

増
加
し
て
い
る
。
中
山
間
地

は
、
山
林
の
荒
廃
が
多
く
な

り
、
山
林
に
手
が
入
ら
な
く

な
っ
て
い
る
影
響
で
人
里
に

下
り
て
来
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
人
里
に
侵
入
す

る
の
を
防
げ
る
よ
う
、
緩

衝
帯
を
設
け
る
な
ど
の
予
防

対
策
に
つ
い
て
普
及
啓
発
を

図
っ
て
い
く
。

特
産
品
開
発
事
業
補
助

金
、
20
万
円
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

（
観
光
経
済
課
）

　
将
来
、
松
田
ブ
ラ
ン
ド
認

定
を
目
指
す
特
産
品
の
開
発

に
対
し
補
助
し
て
い
る
。

　
補
助
内
容
は
、
研
究
開
発

費
、
事
務
費
や
消
耗
品
費
で

年
度
実
績
は
1
件
で
あ
っ
た
。

新
規
就
農
者
等
担
い
手

支
援
事
業
補
助
金
の
予
算
額

は
90
万
円
で
あ
っ
た
が
決
算

額
が
35
万
８
０
０
０
円
と

度
フ
ィ
ル
タ
ー
の
確
認
を
し

て
い
る
。
エ
ア
ブ
ラ
シ
使
用

に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

利
用
者
に
受
付
で
案
内
を
し

て
い
る
。
な
お
、
令
和
７
年

６
月
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
よ
り
上

流
側
と
下
流
側
の
２
カ
所
で

水
質
検
査
を
実
施
し
、
結
果

は
ど
ち
ら
の
地
点
で
も
不
検

出
で
あ
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り

新
松
田
駅
北
口
地
区
市

街
地
再
開
発
事
業
支
援
及
び

設
計
委
託
料
３
５
６
５
万
８

７
０
０
円
の
内
訳
は
。

（
ま
ち
づ
く
り
課
）

　
市
街
地
再
開
発
事
業
の
都

市
計
画
決
定
に
向
け
た
準
備

組
合
の
活
動
支
援
が
約
２
１

８
０
万
円
、
都
市
計
画
決
定

に
か
か
る
駅
前
広
場
、
道
路

や
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

の
基
本
計
画
の
検
討
に
か
か

る
経
費
約
１
３
８
０
万
円
で

あ
る
。
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教
　
育

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促
進
事
業

の
委
託
料
に
関
し
て
、
介
助

員
、
学
習
支
援
員
、
学
校
警

備
員
へ
の
対
応
と
状
況
、
学

校
の
プ
ー
ル
使
用
状
況
に
つ

い
て
は
。

（
教
育
課
）

　
松
田
町
全
体
で
介
助
員
17

名
、
学
習
支
援
員
16
名
が
登

録
さ
れ
て
い
て
、
配
置
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
と
調
整
し

て
行
っ
て
い
る
。

　
プ
ー
ル
使
用
に
つ
い
て
は
、

松
田
町
は
各
学
校
に
プ
ー
ル

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
用
し

て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

英
語
教
育
講
師
給
料
と

外
国
語
指
導
助
手
派
遣
支
援

委
託
料
の
区
分
と
、
こ
の
事

業
の
財
源
は
。

（
教
育
課
）

　
英
語
教
育
講
師
給
料
は
Ａ

Ｌ
Ｔ
５
名
に
支
払
っ
て
い
る

人
件
費
で
、
外
国
語
指
導
助

手
派
遣
支
援
委
託
料
は
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
方
の
日
常
生
活
支
援
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
等
に
支

給
し
て
い
る
。
財
源
的
に
は
、

普
通
交
付
税
の
中
で
Ａ
Ｌ
Ｔ

の
任
用
職
員
分
と
し
て
、
交

付
税
需
要
額
に
算
入
さ
れ
て

い
る
。ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
事
業
で
、
委
託
料
６
２

１
万
円
支
出
さ
れ
て
い
る
が

詳
細
は
。

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
大
会
、

町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
学
校
等
で

教
室
を
開
い
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
全
般
の
事
業
を
行
っ
た
中

で
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
大
会

補
助
金
、
サ
ッ
カ
ー
大
会
誘

致
等
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
、
松
田
の
地
の
利

を
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
関

し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

　
山
登
り
、
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
自
然
の
道
を
走
る
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
）
等
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

財
政
ほ
か

実
質
収
支
額
３
億
９
５

３
９
万
８
千
円
に
つ
い
て
、

大
幅
な
黒
字
と
な
っ
て
い
る

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
額
が

上
が
っ
て
い
る
か
ら
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
伸
び
も

多
い
が
、
町
税
が
予
算
よ
り

８
千
万
円
ほ
ど
多
か
っ
た
り
、

株
式
等
譲
渡
割
交
付
金
等
が

予
算
を
上
回
っ
た
り
し
た
こ

と
と
、
歳
出
の
方
は
効
率
的

に
執
行
す
る
こ
と
で
、
支
出

の
削
減
に
つ
な
が
っ
た
。

財
政
調
整
基
金
は
令
和

６
年
度
末
で
約
13
億
円
と
大

き
く
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
運
用
方
針
は
。

（
政
策
推
進
課
）

　
財
政
推
計
に
お
い
て
、
今

後
、
新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
を
は
じ
め
、
広
域
の
ご
み

処
理
施
設
整
備
事
業
な
ど
の

大
型
事
業
が
予
定
さ
れ
る
中

で
、
財
政
調
整
基
金
を
繰
り

入
れ
て
い
く
と
い
う
推
計
を

し
て
い
る
。

近
年
、
利
率
が
上
昇
傾

向
に
あ
る
が
、
町
債
の
借
入

は
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

（
政
策
推
進
課
）

　
財
政
推
計
に
お
い
て
も
、

利
率
が
上
が
る
と
い
う
前
提

で
推
計
を
出
し
て
い
る
。 

　
た
だ
、
交
付
税
算
入
の
あ

る
有
利
な
起
債
も
あ
る
の
で
、 

利
率
の
動
向
を
見
な
が
ら
総

合
的
に
判
断
し
て
い
く
。

一般会計決算審査特別委員会報告書（抜粋）
１．審査の結果　採決の結果、賛成全員で認定すべきものと決定しました。
２�．審査の内容　歳入については一括、歳出については各款を単位として、適切な執行がなされたかを中

心に審査を行いました。なお、次のことについて留意されたい。
　　⑴� 生涯学習センター使用料及び旧寄中学校の財産貸付収入の一部は、収入未済となっているため、

相手方と十分に調整し、確実に収納するよう努められたい。
　　⑵　ふるさと納税返礼品として、地場産品が活用できるよう、地域と協働し開発を進められたい。
　　⑶　ＡＩオンデマンドバスは、実証実験終了後も運行が継続できるよう調査研究を進められたい。

企業会計決算審査特別委員会報告書（抜粋）
１�．審査の結果　採決の結果、上水道事業会計、寄簡易水道事業会計及び下水道事業会計ともに、賛成全

員により認定すべきものと決定しました。
２�．審査の内容　副町長、環境上下水道課長及び担当職員出席のもと、説明を受け、質疑を行い慎重に審

査しました。
　�　寄簡易水道事業会計及び下水道事業会計は、営業運転資金に充てるため、他会計からの借入金で補填

しているが、赤字経営のため、２企業会計の経営については、審議会へ諮問し、今後の水道使用料及び
下水道使用料のあり方等について町民や議会へ定期的に報告されたい。

スポーツツーリズム
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この記事は、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。
　町では、一般質問の録画映像をYouTubeにて公開しています。
　スマートフォン等をご利用の方は、各議員の２次元コードを読み取りご覧ください。パソコン等から視聴さ
れる方は「松田町議会 YouTube」と検索していただくと、ご覧いただけます。

若
者
の
定
住
・
交
流
、

商
業
振
興
や
人
の
流
れ
を
呼

び
込
む
た
め
に
も
新
松
田
駅

北
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
は
重
要
な
位
置
づ
け
と
な

る
が
、
今
後
の
課
題
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

新
松
田
駅
周
辺
市
街
地

再
開
発
事
業
へ
の
様
々
な
ご

意
見
が
あ
り
、
事
業
予
定
区

域
内
の
地
権
者
様
に
お
い
て

反
対
の
意
思
を
表
明
さ
れ
て

い
る
方
、
近
隣
自
治
会
な
ど

で
環
境
面
を
不
安
に
思
わ
れ

て
い
る
方
々
か
ら
の
意
見
等

は
今
後
も
検
討
す
る
。
都
市

計
画
決
定
と
は
、
事
業
の
区

域
や
方
向
性
を
定
め
、
基
本

設
計
等
を
実
施
す
る
た
め
の

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
も

の
。
再
開
発
の
本
組
合
設
立

や
事
業
認
可
と
い
っ
た
次
の

ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
検
討
の

中
で
補
償
や
権
利
変
換
な
ど

に
つ
い
て
組
合
の
皆
様
と
一

緒
に
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

寄
り
添
っ
た
協
議
を
行
う
。

再開発事業を推進する中で、
補償や権利変換等について
組合の皆様と一緒に理解を
得られるよう協議を行う
回答（町長）

寄
地
区
の
活
性
化
を
め

ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進
、
寄
自
然
休
養
村

管
理
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改

修
等
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
の
か
。

寄
地
区
の
魅
力
発
信
は
、

町
及
び
町
観
光
協
会
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
季
節
ご
と
に
地
域
イ
ベ

ン
ト
と
の
連
動
を
行
う
な
ど
、

よ
り
充
実
を
図
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
は
、
利
用
者
の
要
望
を

く
み
取
り
、
町
内
の
各
施
設

を
活
用
し
、
幅
広
く
受
け
入

れ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ス

ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
関
係
人
口

の
増
加
か
ら
地
域
経
済
を
刺

激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

の
活
性
化
を
図
り
、
将
来
的

に
は
移
住
定
住
へ
と
つ
な
が

り
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
寄
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
は
、
新
た
に
「
里
の

駅
」
の
役
割
を
担
う
施
設
と

し
て
整
備
す
る
。

【請願第１号】請願書（抜粋）
請願の理由
　松田町が進めている新松田駅北口地区市街地再開発事業については、多くの町民から事業の必要性や進め方に対する
疑問や不安の声が寄せられております。
　まず、本事業においては高層マンション建設ありきの計画が中心になっておりますが、町民の多くは「地域に本当に
必要か」という点について納得しておらず、大規模過ぎるとの懸念を強く抱いております。実際に、私たちがお預かり
してまちづくり課に提出したパブリックコメントは１９４枚、更に事業再考を希望する町内外５６８名の署名が寄せられてお
ります。これは本事業に対する町民の不安と反対の意思が決して小さくないことを示すものです。
　また、地権者の中には高齢者も多く含まれており、事業に伴う立ち退きや仮住まいは、心身ともに大きな負担を強い
ることとなります。また権利変換による多くの借地権者の持ち出しも懸念され、こうした現実的なリスクについて、町
から十分な説明も対策も示されていない点は大きな問題です。そして今後も住み続ける地域住民にとってもこの事業は
生活住環境に大きな影響をもたらすことも心配されております。
　更に町民の意見を十分に反映しないまま「町の未来のため」として事業を進めることは、地域住民の合意形成を欠い
たまま進行してしまう危険性があります。行政は町民との信頼関係を基盤とすべきであり、合意なきままの強引な再開
発は、その信頼を大きく損なうものです。

請願第１号 新松田駅北口地区市街地再開発事業に対し現計画を一旦白紙に戻し、町
民の声を十分に反映させた計画の再検討を求める請願

人
口
増
加
に
つ
な
げ
る
新
松
田
駅
北
口

地
区
再
開
発
事
業
と
寄
地
区
の
活
性
化

に
つ
い
て

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員

管理センター



8

請願書受理から不採択までの経緯

2025年９月17日
第３回議会定例会
産業厚生常任委員会報告及び審議
本会議で委員会報告を行い、質疑・討論をし、採決の結果、賛成少数（賛成３：反対８）
で趣旨了承を不採択。

その後本請願原案を採決し、採決の結果、賛成少数（賛成2：反対9）で不採択。

2025年９月４日
議会運営委員会
産業厚生常任委員会に付託と決定

2025年９月12日
産業厚生常任委員会審査
請願者や松田町職員の説明を受けて、状況等を確認し審査。審査の結果、本請願について
は「趣旨了承」とすべきものとする。

2025年８月25日
松田町議会　請願受理

「新松田駅北口地区市街地再開発事業に対し、現計画を一旦白紙に戻し、町民の声を十分
に反映させた計画の再検討を求める請願」

町政などについて意見や要望があるときは、誰でも請願・陳情を
議会に提出する事ができます。
請願は議員の紹介が必要です。

本会議では委員会での審査結果を報告。それと共に質疑・討論
で議論を深め採決します。

受理された請願は議会運営委員会で取り扱いを決めます。
代表的な取り扱い方法としては、次のようなものがあります。
・所管の委員会に付託して審査する（原則的な方法）
・本会議で直接審査・採決する
・議長預かりとする（軽微な内容など）
・ 付託せずに終了とする（議会の権限外や不備がある場合など）

「趣旨了承」とは
内容に全面的には賛成できないが、その基本的な考え方や意図を
理解・賛同したことを示す際に使われる、より限定的な判断
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請願第１号　「新松田駅北口地区市街地再開発事業に対し現計
画を一旦白紙に戻し、町民の声を十分に反映させた計画の再検
討を求める請願」について 【討論】

反対討論 飯田　一　議員
　私は令和７年第３回議会定例会において付託された
「請願第１号　新松田駅北口地区市街地再開発事業に
対し現計画を一旦白紙に戻し、町民の声を十分に反映
させた計画の再検討を求める請願」に対する委員会報
告に反対の立場から討論を行います。
　平成25年12月４日の全員協議会において「請願書
の取り扱いに関すること」について申し合わせが行わ
れました。
　内容は請願の審査において評決は賛成（採択）か反
対（不採択）かを決する。場合によっては趣旨採択と
する方法もあるというものです。
　そのなかで「願意が妥当性を欠き」、「実現の可能性
のないもの」、あるいは、「町村行政なり議会の権限に
属しない事項」にかかるものは、不採択とするとする
ほかない。」と決められています。
　今回の「請願第１号　新松田駅北口地区市街地再開
発事業に対し現計画を一旦白紙に戻し、町民の声を十

分に反映させた計画の再検討を求める請願」の委員会
報告は趣旨了承となっていますが、議会用語でいう趣
旨了承とは「願意は十分に理解できるが願意を実現す
ることが不可能である場合にはその請願の趣旨のみ取
り上げる議会の意思決定の事を言う。」とあり、今回
願意を実現することは不可能という結論を出しながら、
平成２５年１２月４日の全員協議会において「請願書の
取り扱いに関すること」についての申し合わせのとお
り「実現性のないものは不採択にするほかない。」そ
のように報告すべきだったと思います。
　また、趣旨了承といった町民にとってなじまない用
語を使い、報告書の中でその意味も説明されていませ
ん。議会基本条例にあります「開かれた議会」を目指
す松田町議会にとって議会の方向性に反するのではな
いでしょうか。
　以上の理由からこの報告書に対する反対討論といた
します。

賛成討論 中津川　定雄　議員
「請願第１号　新松田駅北口地区市街地再開発事業
に対し現計画を一旦白紙に戻し、町民の声を十分に反
映させた計画の再検討を求める請願」について、「趣
旨了承」に賛成する立場から討論させて頂きます。
　本請願は、新松田駅北口地区市街地再開発事業につ
いて町民から事業の必要性や進め方に対する不安の声
が寄せられていることや高層マンション建設ありきの
計画について、本当に必要なのか、規模が大きすぎる
等の懸念があることから、計画を一旦白紙に戻し、再
検討を強く求めるというものです。
　９月１２日に請願提出者から意見聴取させて頂き、
白紙に戻すことについては、デベロッパーを入れたマ
ンション計画はやめてほしい、大きな商業施設も不要
である旨を確認いたしました。
　本事業は平成３１年に策定された基本構想、基本計
画をもとに計画されていますが、住宅施設については
街中の活力を創造する都市居住の場として「住居機能」
の導入を目指すとされています。また、商業施設につ

いては町民の利便性と買い物環境の向上として基本計
画に位置付けられています。
　このようなことから、新松田駅北口地区市街地再開
発事業に居住機能や商業施設の導入は不可欠ですので、
マンション計画、商業施設計画を白紙に戻すことは、
これまでの事業経過に鑑みても現実的ではないと判断
します。
　また、事業に伴う現実的なリスク等について町から
十分な説明も対策も示されていない点は大きな問題で
ある旨が記載されていますが、町担当課に聞き取りし
たところ、現段階でお伝えできるお話はさせていただ
いているとのことでした。
　以上のことから、請願の内容については全面的に賛
成はできないものの、町民の声を十分に反映させた計
画など、請願の考え方やその意図は理解できるので「趣
旨了承」といたしました。ご理解くださるようお願い
し、賛成討論とさせて頂きます。
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反対討論 吉田　功　議員

	

　本請願の理由は「松田町が進めている新松田駅北口
地区市街地再開発については、多くの町民から事業の
必要性や進め方に対する疑問や不安の声が寄せられて」
いるというものです。
　8月に出された広報まつだ特別号で記述されている
「2018年に多くの町民の皆さまからの『声』をいただ
き」とありますが、この年行われた「まちづくり町民
アンケート調査」の分析からは「町民の多数の声」と
は受け取れません。
　2013年のアンケート調査では総回収数が1794票に
対し、２０１８年はおよそ半分の876票でした。この結果
だけを見ても、このアンケートが「町民の多数の声」
と言い切るのに疑問を感じます。
「松田町は、住みよいまちだと思いますか」という
質問では、「とても住みよい」134票、「どちらかと言え
ば住みよい」458票で、合わせて592票の67．４％です。
この数字では概ね住みやすい町と感じていると判断で
きます。
　住みにくいと答えた理由として、「町内で日常生活
の買い物ができないから」が181票、「スーパーマーケッ
トなどの大型店や専門店がないから」193票ですが、
これは総回収票の約20％です。この数字で町民の多数
の声としてテナントやスーパーマーケットを求めてい
るといえるのでしょうか。ましてや、「テナントやスー
パーマーケットの設置場所」に「駅周辺」という選択
肢はなく、この回答の方々は自分の家の近くに希望し
ているとも考えられます。また、この200票にも満た

ない数字では、大型店やテナントの誘致にはかなりの
リスクを必要とします。
「新松田駅・松田駅周辺の整備」は、「必要である」
596票、「多少必要である」127票で、合わせると約
82％と高い数字を示しています。同時に、「道路や生
活道路の整備」も、「必要である」472票、「多少必要
である」202票で同様に約77％です。駅周辺や道路の
整備については必要度が高いことがわかります。
　一方、「今後の人口はどうあるべき」という調査では、
「人口を増やすべき」417票47.5％に対し、「現状の人
口を維持」255票29.0％、「全国的に人口は減少してい
くのだから、自然に任せる」136票15.5％です。増加
を希望する方と現状維持・自然に任せる方は拮抗して
います。
　このようにまちづくり町民アンケートの分析では、
駅周辺の整備と道路の整備を必要と考えてはいるもの
の、現在の松田町の「水と緑と富士山」の風景を愛し
ている町民の姿が映し出されます。けっしてマンショ
ンや大型店を求めてはいるものではありません。
　最後に、8月28日に行われた松田町都市計画審議会
第2回会議では、パブリックコメントや広報まつだ特
別号を見て、参加の委員からはこの事業計画に対して
「大きな見直しも必要」という意見も出されました。
　このようなことから、本請願を「採択すべき」と申
し添えまして、委員会報告について反対討論とさせて
いただきます。

反対討論 井上　栄一　議員
　私は委員会報告に反対の立場から討論いたします。
　今回の請願の資料には、194件ものパブリックコメ
ント、568名に及ぶ署名が寄せられています。これは
単なる一部の意見ではなく、町民の切実な声であり、
強い反対の意思の表れであります。
　今回の署名は都市計画審議会に向けて集められたも
のでありますが、直接請求では有効となる有権者の
1/50以上の数でもあり、今回の請願の趣旨は町民の
切実な意見であると議会は理解しなければなりません。
　しかし委員会は「趣旨了承」との結論にとどめまし
た。これでは町民の生活や権利を守る姿勢が全く示さ
れておりません。私は断固としてこの姿勢に反対いた
します。
　高層マンション建設を前提とした現行計画は、景観
の破壊、日照や風害、交通量の増大といった生活環境
への深刻な悪影響をもたらします。さらに、地権者や
借地権者に対する立ち退き・持ち出しの強要は、住民
の生活基盤そのものを揺るがすものであります。特に
高齢者に仮住まいを強いることは、心身に大きな負担
をかけ、暮らしを壊す行為にほかなりません。行政は、
新松田駅北口整備事業は、駅前広場のみの整備では補
助金が足りない、新松田駅北口を整備するためには再

開発事業でやらないと財源が足りないと説明していま
す。
　しかし、現在まで再開発地域の居住者全員、近隣の
自治会の住民の了承は得られていません。
　町民の生活権、財産権、居住権、生活環境と国県の
補助金を天秤にかけるべきではなく、町民の権利・生
活を担保してからの事業を目指すべきであります。
「町の未来のため」と言いながら、今を生きる町民
の生活と権利を犠牲にする計画は、断じて町の未来に
つながるものではありません。住民合意を欠いたまま
の強引な再開発は、町民との信頼関係を根底から崩壊
させます。
　したがって、本請願は「趣旨了承」などという不十
分な扱いではなく、町民の代表である議会は請願に全
面的に賛同し、現計画を一旦白紙に戻して町民の声を
真に反映させるよう、町に意見書を提出すべきであり
ます。
　町民の権利と生活権、居住環境を守ることが、真の
松田町の未来を築く唯一の道であります。
以上、強く訴えて、委員会報告に対する反対討論とさ
せていただきます。
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第３回  松田町議会定例会審議結果一覧（９月議会）
◯全員賛成で可決した議案� ※平野由里子議長は採決には加わらない。

議案等番号 議案名等

議案39
松田町職員の育児休業等に関する条例及び松田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例
◎地方公務員の育児休業等に関する法律等の改正に準じた条例改正

議案40 松田町消防団条例の一部を改正する条例
◎�現状に即した消防団の組織体制の見直し等の条例改正

議案42 令和７年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
◎子ども・子育て支援事業費補助金や前年度繰越金の確定などに係る補正

議案43 令和７年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）
◎前年度繰越金の確定などに係る補正

議案44 令和７年度松田町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
◎介護給付費等の過年度収入や前年度繰越金の確定などに係る補正

議案45 令和７年度松田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
◎子ども・子育て支援事業費補助金と前年度繰越金の確定に係る補正

議案46 令和７年度松田町上水道事業会計補正予算（第１号）
◎物価高騰対策による住民生活を守るために実施する水道の基本料金減免事業などに係る補正

議案47 令和７年度松田町寄簡易水道事業会計補正予算（第１号）
◎物価高騰対策による住民生活を守るために実施する水道の基本料金減免事業などに係る補正

認定２ 令和６年度松田町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定３ 令和６年度松田町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定４ 令和６年度松田町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について
認定５ 令和６年度松田町用地取得特別会計歳入歳出決算の認定について
認定６ 令和６年度松田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

認定７ 令和６年度松田町上水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
利益の処分
決算の認定

認定８ 令和６年度松田町寄簡易水道事業会計決算の認定について
認定９ 令和６年度松田町下水道事業会計決算の認定について

発議２ 松田町議会議員の請負の状況の公表に関する条例
◎地方自治法の改正に伴い、議員個人と町との請負の状況の透明性の確保等に関する条例制定

同意２ 監査委員の選任について
◎飯田 一 議員

△賛成・反対があった議案� ○…賛成　●…反対　可…可決　認…認定　否…否決　不…不採択

議案等
番号

議員名（議席順）

議案名等

審
議
結
果

北
村
和
士

武
尾
哲
治

吉
田
　
功

中
津
川 

定
雄

秋
田
谷 

光
彦

古
谷 

星
工
人

田
代
　
実

井
上
　
栄
一

南
雲 

ま
さ
子

飯
田
　
一

寺
嶋
　
正

議案41
令和７年度松田町一般会計補正予算（第２号）
◎�地方交付税の増額、前年度繰越金の確定、新松田駅
整備基金への積立などの補正

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

認定１ 令和６年度松田町一般会計歳入歳出決算の認定につい
て 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

請願１

新松田駅北口地区市街地再開発事業に対し現計画を一
旦白紙に戻し、町民の声を十分に反映させた計画の再
検討を求める請願
◎�上段は委員会報告　下段は原案
　詳細は、P７～10をご覧ください。

否 ● ● ● ○ ● ○ ○ ● ● ● ●

不 ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ●

� ※南雲まさ子議長は採決には加わらない。
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日　時　令和７年７月２９日　　　場　所　松田町役場大会議室
立花学園高等学校生徒との意見交換会

令和７年 第４回定例会は令和７年 第４回定例会は
12月２日（火）開会予定12月２日（火）開会予定

ぜひ、傍聴にお越しください。ぜひ、傍聴にお越しください。
発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。発熱等症状がおありの方は、ご遠慮ください。

　松田町議会は、立花学園高等学校生徒さんと７
月２９日（火）に松田町役場４階で、意見交換会
を行いました。この意見交換会は高校生から見た
松田町の意見を広聴する目的で開催したものです。
　立花学園高等学校からは、町内の様々な活動に
ご協力くださっている「松田町盛り上げ隊」の４
名の生徒さんと担当の田中先生が参加されました。
　立花学園高等学校「松田
町盛り上げ隊」は、フィー
ルドワークで地元商店主ら
から課題をヒアリングし、
解決に向けた方策を提案す
るといった活動から始まり、
松田の特産品の製作を試み
たり、町外の方に松田町の
ことを知ってもらうために
マスコットキャラクターを
作ってみたりしてきたそうです。高校生が町のこ
とをここまで考えたということを町の方々に届け
ることを目標に現在は活動していて、最近はアン
トレプレナーシップ活動の一環で、耕作放棄地の
課題を取り上げているそうです。今後は町の飲食
店のPR動画を作って松田町の魅力を町外に知ら

せたいと話されていました。
　議場を案内した後、「議会ってなに？」をテー
マに議会の役割を説明しました。特に町民の立場
で発議できる「直接請求」「請願・陳情」や「松田
町こども・子育て応援条例」の制定について、パ
ブリックコメントとしてのはたらきかけ方の説明
と質疑・応答を行いました。

　高校生の視点から、条例
文に用いられている語句に
ついての疑問点や違和感を、
率直な意見として聞くこと
ができました。
　意見交換では、高校生版
のスイーツやデザートと
いった「ちょい呑み」のよ
うな飲食券・買い物券があ
ると良いのではないかとか、

学校を出てから友だちと学習ができるような施設
や飲食ができたりするような店がほしいという声
もありました。
　たいへん有意義な意見交換会となり、定期的ま
たは近いうちに再度設けたいという声も上がりま
した。

　寄稿「住みやすい町を
目指して」は今回お休み
します。


